
「2025年大阪・関西万博」堺プロジェクトチーム 第 2回全体会議 議事要旨 

 

○日時：令和 4 年 10 月 11 日（火）16:30～17:30 

○場所：堺市役所高層館 20 階第 1 特別会議室 

○主な出席者 

堺市： 

政策調整監、政策企画部長、政策企画部部理事、観光部長、文化部長、産業戦略部長、 

都心未来創造部長 

経済団体等： 

堺商工会議所理事、堺商工会議所常務理事兼事務局長、公益社団法人堺観光コンベンション

協会事務局長、株式会社さかい新事業創造センター代表取締役専務、公益財団法人堺市産

業振興センター副理事長 

 

○議事概要 

事務局から、「会場プロモーション」・「地域活性化」2 つのワーキングループのこれまでの活動として、堺

プロジェクトチームの取組の方向性、各主体が実施する具体的な取組とスケジュール等を検討したことを

報告。また、万博会場をはじめとした様々な機会での堺市コンテンツの採用に向け、主催者等にプロモー

ション行うために作成した PR コンテンツを紹介した。 

その後、会議構成員間でこれまでの活動について意見交換を実施。意見交換の結果も踏まえ、今後、

令和 5 年度の取組実施に向けた予算要求を進めること、万博に向けたロードマップ素案の検討を進める

こと、2023 年 G7 貿易大臣会合開催を契機とした取組を進めていくこと等を確認した。 

 

【主な意見】 

・PR コンテンツについて、掲載内容をもう少し掘り下げたほうがよい。また、堺の位置関係やアクセス方

法も示したほうがよいのではないか。 

・KPI について、金額で示されているのが、「堺伝匠館などにおける伝統産品などの年間売上金額」の

みでは効果額として小さい印象。万博へ向けた投資の成果を示す必要があるのではないか。 

・万博開催の 2025 年に合わせたスケジュールとなっているが、G7 貿易大臣会合の開催もあり、前倒

しで取組を進めていくことが必要ではないか。 

・インバウンドについて、本日から水際対策が緩和された。今後、堺に取り込む仕掛けが重要であり、

万博開催後につなげるレガシーを意識した取組が必要。 


